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小岩井駅舎
市内初の国登録有形文化財に
～過去と未来をつなぐ集いの場～

☆
交
流
の
場
と
し
て

 

工
事
終
了
後
に
は
市
が
管
理
者
と

な
り
、
清
掃
な
ど
の
業
務
を
小
岩
井

自
治
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

小
岩
井
自
治
会
で
は
毎
年
、
ふ
う

り
ん
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
植
栽
や

小
岩
井
駅
を
活
用
し
た
祭
り
を
企
画

す
る
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
積
極
的
に
行
い
、
小
岩
井
駅
舎
を

地
域
の
温
か
い
交
流
の
場
に
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
地
域

サ
ロ
ン
や
パ
ン
販
売
、
ハ
ン
ド
マ
ッ

サ
ー
ジ
の
出
店
な
ど
を
行
い
、
人
々

が
集
う
場
所
と
し
て
の
活
用
も
広
が

っ
て
い
ま
す
（
※
）。

☆
登
録
記
念
イ
ベ
ン
ト
の

様
子
を
11
月
号
で
紹
介
予
定

　

小
岩
井
駅
か
ら
小
岩
井
農
場
ま
き

ば
園
ま
で
を
同
農
場
の
ガ
イ
ド
と
共

に
歩
く
「
Ｉ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
す
っ
ぴ
ん

土
曜
日　

小
岩
井
ウ
オ
ー
ク
」
が
10

月
４
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
（
受
け
付

け
終
了
）。
こ
の
様
子
は
広
報
た
き
ざ

わ
11
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
／
都
市
政
策
課
（
☎

６
５
６・６
５
４
３
）

　

８
月
６
日
、
小
岩
井
駅
の
駅
舎
が
、

市
内
で
初
の
国
登
録
有
形
文
化
財
（
建

造
物
）
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
（
登
録
名

称　
J　
田
沢
湖
線
小
岩
井
駅
本ほ

ん

や屋
）。

本
文
化
財
は
、東
日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）

管
内
の
現
駅
舎
と
し
て
も
初
の
登
録
で
、

県
内
の
国
登
録
有
形
文
化
財（
建
造
物
）

と
し
て
は
１
０
９
件
目
の
登
録
と
な
り

ま
す
。

☆
小
岩
井
駅
の
歴
史

　

小
岩
井
駅
は
、
大
正
10
年
の
開
業

か
ら
、
１
０
０
年
以
上
と
い
う
長
い

歴
史
の
中
で
地
域
住
民
の
足
や
観
光

の
玄
関
口
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

大
正
11
年
に
は
、
宮み

や
ざ
わ沢
賢け

ん

じ治
が
開

業
し
た
ば
か
り
の
小
岩
井
駅
（
当
時

の
小
岩
井
停
車
場
）
を
下
車
し
、
小

岩
井
農
場
を
訪
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
賢
治
は
「
春
と
修
羅
」

長
篇
詩
「
小
岩
井
農
場
」
で
当
時
の

小
岩
井
停
車
場
を
「
つ
つ
ま
し
く
肩

を
す
ぼ
め
た
停
車
場
」
と
表
現
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
は
、
狭
い
待
合
室
に

加
え
、
築
１
０
０
年
以
上
が
経
過
し

た
駅
舎
の
老
朽
化
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
歴
史
的
価
値

を
残
し
つ
つ
、
地
域
住
民
の
交
流
の

場
や
観
光
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
文
化
財
登
録

を
目
指
し
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）

R

★�

改
修
工
事
や
復
元
記
念
式
典
の
詳
細

は
、
令
和
６
年
広
報
た

き
ざ
わ
３
月
号
７
ペ
ー

ジ
参
照
☞

▲復元改修工事前の駅舎

※�

使
用
用
途
な
ど
に
よ
り
使
用
料
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市
都
市

政
策
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

や
小
岩
井
農
牧
（
株
）
の
協
力
の
下
、

復
元
改
修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

☆
復
元
改
修
工
事

　

復
元
に
あ
た
っ
て
は
、
過
去
の
駅

舎
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
を
基
に
、
A　

に
よ
る
復
元
技
術
を
活
用
し
、
建
材

や
色
合
い
を
選
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

駅
舎
内
に
は
J　

車
両
（
東
日
本
旅

客
鉄
道
（
株
）
提
供
）
の
シ
ー
ト
を

リ
メ
ー
ク
し
た
ベ
ン
チ
、
開
業
と
同

年
代
の
木
材
を
一
部
使
用
し
た
椅
子

や
テ
ー
ブ
ル
、
同
樹
齢
の
木
材
を
使

用
し
た
駅
名
標
を
小
岩
井
農
牧
（
株
）

か
ら
の
寄
贈
に
よ
り
設
置
。
開
業
当

時
の
雰
囲
気
を
再
現
し
た
デ
ザ
イ
ン

が
随
所
に
施
さ
れ
、
レ
ト
ロ
な
空
間

が
魅
力
的
な
新
た
な
姿
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
J　

小
岩
井
駅
活
性
化

事
業
と
し
て
、
駅
舎
の
改
修
を
含
む

駅
前
広
場
や
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
の

一
体
的
な
整
備
が
評
価
さ
れ
、（
一

社
）
全
日
本
建
設
技
術
協
会
主
催
の

令
和
６
年
度
全
建
賞
（
イ
ン
フ
ラ
の

部
）
を
受
賞
。
関
係
者
が
一
体
と
な

っ
て
事
業
に
尽
力
し
た
こ
と
が
成
果

を
残
し
て
い
ま
す
。

R
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☆
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

　

小
岩
井
駅
は
、
国
の
登
録
有
形
文

化
財
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
住

民
の
交
流
の
場
・
観
光
の
拠
点
と
し

て
も
、
歴
史
と
文
化
を
未
来
へ
つ
な

い
で
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
大
正
レ
ト
ロ
と
現
代

の
技
術
が
調
和
し
た
空
間
で
、
そ
の

魅
力
に
浸
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

R

：


